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商
工
会
青
年
部
連
合
会

通
常
総
会

四
月
二
十
五
日
（
火
）
、
令
和
五
年
度
通
常
総
会
が
県
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
中
井
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
令

和
四
年
度
に
実
施
し
た
県
青
連
事
業
の
運
営
協
力
に
対
し
感
謝
の
意

を
述
べ
ら
れ
議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
新
会
長
に
和
田
美
樹(

射
水

市)

が
就
任
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
説
明
し
全
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。

和
田
会
長
は
、
新
体
制
に
て
令
和
五
年
度
事
業
を
推
進
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
「I

MP
U
L
S
E
 o
f 
P
A
S
SION 

～
愛
顔
（
え
が
お
）
を
胸
に

情
熱
を
持
っ
て
イ
ン
パ
ル
ス
活
動
を
～ 

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
部

員
増
強
・
組
織
活
性
化
・
多
様
化
、
②
地
域
振
興
発
展
、
③
県
内
外

の
青
年
部
と
の
交
流
促
進
、
④G

o
ogleWorkspace

の
推
進
を
重
点
目

標
と
し
て
掲
げ
た
。

議
事
終
了
後
に
は
、
中
瀬 

淳
哉

さ
ん(

入
善
町)

、
小
澤 

高
夫
さ
ん

（
富
山
市
南)

に
対
し
、
柳
川
賞
が

授
与
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
青
年
部
女
性
部
合

同
に
よ
る
通
常
総
会
（
合
同
総
会
）

が
開
催
さ
れ
た
。

【
新
役
員
（
理
事
を
除
く
）
】

会

長
和
田

美
樹
（
射
水
市
）

副
会
長

室

友
理
恵
（
入
善
町
）

平

一
輝
（
富
山
市
北
）

田
地

広
大
（
射
水
市
）

柴
田

泰
利
（
庄
川
町
）

監

事
中
田

雄
大
（
上
市
町
）

嶋
田

充
宏
（
南
砺
市
）

和田会長（中央）と左から室副会長、

平副会長、田地副会長、柴田副会長

退任された中井前会長へ花束の贈呈

ごあいさつ

富山県商工会青年部
連合会会長

和田 美樹

Content

P1 通常総会
ごあいさつ

P2 主張発表県大会・ゼミナール
主張発表中部ブロック大会
青年部全国大会
部長研修会

P3 レクリエーション事業
対抗ゴルフ大会
宮城県商工会青年部連合会
との交流研修会

P4 元気な商工会地域づくり
支援事業
研修・広報委員会の活動報告

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
平
素
は
富
山
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
の
活
動
に
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
経
済
情
勢
で
す
が
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
や
賃
金
の
上
昇
、
慢
性
的

な
人
手
不
足
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
も
の
の
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
一
年
間
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
「
五
類
」
に
移
行
し
、
個
人
消
費
の
増

加
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
な
ど
、
経

済
活
動
に
は
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半
島

を
震
央
と
す
る
最
大
震
度
七
の
地
震
。
富
山

県
内
も
様
々
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
方
、

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
「
青
年
部

内
の
仲
間
た
ち
と
の
絆
」
「
青
年
部
と
地
域

と
の
絆
」
、
「
全
国
の
青
年
部
間
の
絆
」
を

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
富
山
県
青
連
で
は
組
織
活
性
化

、
県
内
外
の
青
年
部
と
の
交
流
促
進
、

化

推
進
を
重
点
目
標
と
し
つ
つ
、
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
商
工
会
青
年
部
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
し
い
未
来
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創

出
を
志
し
、
残
り
一
年
も
【
愛
顔
】
を
胸
に

情
熱
を
持
っ
て
、
イ
ン
パ
ル
ス
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

IT



主
張
発
表
県
大
会
・ゼ
ミ
ナ
ー
ル

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
交
流
研
修
会

優
良
賞
（
発
表
順
）

稲
葉

勝
宏
（
南
砺
市
）

髙
田

康
平
（
富
山
市
南
）

磐
田

愛
（
富
山
市
北
）

福
本

心
（
庄
川
町
）

富 

山 

市

八
尾
山
田

八
月
二
十
四
日
（
木
）
、
岐
阜
県
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
て
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年

部
連
絡
協
議
会
交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
管
内
の
青
年
部
員
約
三
百
名
が
参
加
し
た
。

主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
は
、
富

山
県
代
表
の
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部
の
加

藤
将
仁
さ
ん
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
。

大
会
終
了
後
、
ウ
エ
ル
ズ
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所 

代
表
の
五
十
川 

将
史
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
お

金
を
か
け
ず
に
“
欲
し
い
人
材
”
を
獲
得
～
中
小
企

業
経
営
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
採
用

と
は
～
」
と
題
し
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
、
青
年
経

営
者
の
資
質
向
上
を
図
っ
た
。

青
年
部
全
国
大
会

部
長
研
修
会

十
一
月
十
五
日
（
水
）
～
十
六
日
（
木
）
、
群
馬
県

の
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
に
お
い
て
、
第
二
十
三
回
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
商
工
会
青
年

部
員
約
四
千
名
が
集
結
、
富
山
県
か
ら
は
百
名
が
参
加

し
た
。

大
会
顕
彰
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
で
上

市
町
商
工
会
青
年
部
の
松
井
拓
也
さ
ん
が
そ
の
功
績
を

称
え
ら
れ
た
。

ま
た
長
年
に
わ
た
り
青
年
部
活
動
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
入
善
町
商
工
会
青
年
部
の
高
下
峰
則
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
群
馬
県
出
身
で
高
校
時
代
は
「
ハ

ン
カ
チ
王
子
」
の
愛
称
で
話
題
と
な
り
、
プ
ロ
野
球
で

も
活
躍
し
た
斎
藤
佑
樹
氏
を
招
き
、
「
選
択
と
リ
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

十
二
月
十
八
日
（
月
）
、
庄
川
町
商
工
会
館
に
お
い

て
部
長
研
修
会
を
開
催
し
、
県
下
商
工
会
の
青
年
部
長

が
参
加
し
た
。

一
般
社
団
法
人
ジ
ソ
ウ
ラ
ボ
代
表
理
事

島
田
優
平

氏
を
招
き
、
「
つ
く
る
人
を
つ
く
る
～
１
０
０
年
後
の

文
化
の
源
泉
を
育
て
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。

島
田
氏
は
業
態
を
超
え
民
間
主
導
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
井
波
に
新
し
い
挑
戦
を
志
す
人
々

が
集
ま
り
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

今
回
の
講
演
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ソ
ウ
ラ
ボ
で
の

取
り
組
み
を
拝
聴
し
た
ほ
か
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

七
月
十
九
日
（
水
）
、
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大

会
が
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

呉
東
・
呉
西
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
選
出
さ
れ
た
七
名

の
代
表
者
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
を
行
い
、
富
山
市

八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部
の
加
藤
将
仁
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。

ま
た
大
会
に
先
ん
じ
て
、
全
国
商
工
会
壮
青
年
部
連
合

会
長

宮
窪
大
作
氏
よ
り
、
「
青
年
部
と
壮
青
年
部
」
と

題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

県
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り

最
優
秀
賞

加
藤

将
仁
（

）

優
秀
賞
（
発
表
順
）

田
仲

聡
（
射
水
市
）

板
倉

雄
太
（
入
善
町
）



レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
三
十
一
日
（
火
）
、
ト
ナ
ミ
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ

俱
楽
部
に
お
い
て
、
商
工
会
青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

県
内
の
各
商
工
会
青
年
部
か
ら
総
勢
九
十
七
名
が
参

加
し
、
参
加
し
た
青
年
部
員
が
個
人
戦
と
団
体
戦
で
ス

コ
ア
を
競
い
親
睦
を
深
め
た
。

○
団
体
優
勝

小
矢
部
市
Ａ
チ
ー
ム

二

位

射
水
市
Ａ
チ
ー
ム

三

位

入
善
町
Ａ
チ
ー
ム

○
個
人
優
勝

越
後

雅
俊
（
射
水
市
）

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

村
田

博
典
（
小
矢
部
市
）

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
の
交
流
研
修
会

十
一
月
二
十
九
日
（
水
）
、
富
山
市
の
と
や
ま
自
遊

館
に
て
、
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
の
交
流
研

修
会
を
開
催
し
た
。

両
県
青
連
に
よ
る
交
流
事
業
は
、
平
成
二
十
四
年
よ

り
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
事
業
と
し
て
、
富
山
県

青
連
が
宮
城
県
等
の
被
災
地
を
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
互
い
に
全
国
に
先
駆
け
て
「
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
は
宮
城
県

に
て
両
県
青
連
に
よ
る
「
大
規
模
自
然
災
害
対
策
等
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
今
後
も
防
災
・
減
災
に
関

す
る
情
報
交
換
や
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
処
等
に
関

す
る
知
識
を
共
有
し
、
有
事
の
際
で
も
迅
速
に
連
携
・

対
処
が
で
き
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
本
事
業

を
開
催
し
て
い
る
。

毎
年
交
互
に
開
催
地
を
入
れ
替
え
、
今
年
度
は
富
山

県
で
開
催
し
、
宮
城
県
勢
二
十
二
名
、
富
山
県
勢
五
十

三
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
一
子
相
伝
で
継

承
す
る
「
城
端
蒔
絵
」
の
十
六
代
目

小
原 

治
五
右
衛

門
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
藝
術
文
化
と
地
域
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ
「
社
業
と
地
域
そ
し
て
青

年
部
活
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
と
地
域
に
お
い
て

青
年
部
員
が
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
役
割
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
翌
日
に
は
株
式
会
社
能
作
を
訪
問
。
鋳
物
製
作

体
験
を
通
し
て
富
山
県
の
も
の
づ
く
り
の
精
神
や
歴
史

に
触
れ
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

十
月
五
日
（
木
）
、
富
山
県
総
合
運
動
公
園
屋
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
開

催
さ
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル

ッ
ク
」
を
通
じ
て
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
た
。

リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
四
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
縦
投
げ
な
ど
の
技
に
挑
戦
す
る

参
加
者
も
現
れ
、
熱
戦
の
結
果
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ン

ボ
ー
ル
（
入
善
町
）
」
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

○
大
会
結
果

優

勝

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ン

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
入
善
町
）

二

位

庄
川
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
チ
ー
ム
（
庄
川
町
）

三

位

ム
ズ
ム
ズ
射
水
チ
ー
ム
（
射
水
市
）

四

位

高
岡
ア
ダ
ル
ト
チ
ー
ム
（
高
岡
市
）



元気な商工会地域づくり支援事業

地域キャラクターを使った地元新スイーツ創出地域振興事業
入善町商工会青年部

魅力的な地域資源を活用した出会い応援事業
立山舟橋商工会青年部

高岡市商工会青年部のクラフトビールを作ろう
高岡市商工会青年部

研
修
・広
報
委
員
会
の
活
動

【
研
修
委
員
会
】

研
修
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
南
砺
市

商
工
会
青
年
部
の
佐
藤
で
す
。

研
修
委
員
会
で
は
、
青
年
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
と
宮
城
県
青
連
と
の
交
流
研

修
会
に
お
い
て
、
研
修
内
容
の
企
画

・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
委
員
会
を
毎

月
行
い
、
開
催
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
の

単
会
地
区
で
行
う
と
い
う
取
り
組
み

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催

場
所
が
東
へ
西
へ
と
距
離
が
遠
く
な

る
部
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
の
地
域
、
風
土
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
懇
親
会
で
は
ご

当
地
の
飲
食
店
を
委
員
で
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
会
を
行

う
ご
と
に
、
積
極
的
に
委
員
会
内
で

意
見
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、
よ

り
良
い
方
向
へ
事
業
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
委
員
の
皆
様
に
支
え
て
い
た

だ
き
、
無
事
に
一
年
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。次

年
度
も
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
委
員
会
に
参
加
し
、
絆
を

深
め
る
機
会
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
広
報
委
員
会
】

広
報
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
ま

す
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部

の
加
藤
で
す
。

広
報
委
員
会
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中

心
に
青
年
部
活
動
の
情
報
発
信
や
、

今
年
度
か
ら
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
い

て
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
の
委
員
会

は
そ
の
こ
と
だ
け
で
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
甲

斐
も
あ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

そ
の
後
に
開
催
し
た
初
の
合
同
懇
親

会
は
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

 

こ
れ
も
、
各
単
会
か
ら
出
向
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
の
尽
力
の
お
か
げ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

残
り
1
年
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

活
動
が
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
去
年
開
設
し
た
県
青
連

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
活

動
報
告
・
情
報
発
信
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
「
広
報
委

員
会
に
出
向
し
て
よ
か
っ
た
」
そ
う

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
僕
自
身

が
先
陣
を
切
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で

、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研修委員長
佐藤 良介

広報委員長
加藤 将仁

入善町商工会青年部では、地元PRキャラクターである「ジャンボ～ル三世」と
「ブラックジャンボ～ル」のベビーカステラ『リトルジャンボ～ルカステラ』
の試作を行いました。
今回、地元入善産の米粉に加え、町内で生産された野菜やフルーツを混ぜ込

み、材料の配合を変えて試作を重ねました。試作品のお披露目を2月の入善ラー
メンまつりで行ったところ、配布前から行列が並ぶほどの人気がありました。
今後はイベントが開催される季節ごとに旬の食材を混ぜ込んだものを提供し

ていきたいと考えております。

「高岡市商工会青年部の顔になるものを作ろう」を目標に、高岡市商工会青
年部オリジナルのクラフトビール「FES」を製作しました。世界各国のビールを
試飲し、味のヒントを探ることで、男女問わず飲みやすく、フルーティーで、
その中にも少しの苦みを利かせた大人なビールを目指すことにしました。

8月には完成し、各種イベントで試飲いただいた皆様からは「うまい！ジョッ
キでくれ！」など好評のお言葉をいただきました。「FES」を通して私たちのこ
とを知っていただいた方も多く、「高岡市商工会青年部の顔」を作ることがで
きたのではないかと思います。

立山地域の魅力を発信するための街コンイベントを開催しました。
美しい立山連峰を望む複合施設「ヘルジアンウッド」を会場に選び、現地栽

培のラベンダーを使用したワークショップ体験を行ったほか、MCやパフォーマ
ー、おやつとして配布したお菓子など、全て地元の事業者にご協力いただき、
「地域」にこだわって実施しました。
結果、目標定員を超える参加があり、そのうち5組のカップリングに成功。さ

らに参加者には電子地域通貨や食事券を用意するなど、イベント以降の持続的
な賑わい創出にも繋げることができました。
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